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V64a 最速ブラックホ－ ル結像装置：キャラバン-sub
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　ブラックホ－ ル(事象の地平線)を最速で観測検出することに特化したサブミリ波 VLBIネットを検討してい
る。撮像 simulationから、既存のサブミリ波望遠鏡の寄せ集めVLBIでは、長基線ばかりで、その検出は困難、短
基線 (2000km以下)が必要であることが判っている (Miyoshiら 2004,2007)。見かけのサイズから銀河中心ブラッ
クホ－ ルSgrA* （1Rs=10μ秒角）がほぼ唯一の観測対象なので、汎用性は無視し、早稲田大学にみるような、
ターゲットを絞りコストを節減した観測システムの手法を適用する。
集光力は半固定鏡で稼ぐ。2局、例えば、ペルー・ワンカヨ地物観測所 (標高 3300m)とボリビア・チャカルタ

ヤ宇宙線観測所 (標高 5300m)に置く。小アンテナ多数による phase-up、もしくは中古アンテナ鏡面の再利用が考
えられる。uvカバーに関しては、キャラバン局（例：2m鏡 4台の phase-up式）がペルー・アンデス山脈を局移
動して uv面を埋めていく。時間をかけて uvを埋めると、時間平均像を得ることになる。SgrA*は時間変動する
ので、シャッターぶれの像になる。事象の地平線を示す暗黒部分は不変構造なので平均像の中に検出できると思わ
れるが、simulationは必要である。さらに、ADS3000+（NICT)のような広帯域記録系の複数利用による感度上
昇、水素メーザに替わる冷却サファイヤ時計のような周波数標準の開発も望ましい。移動アンテナによるVLBIは
NICTや地理院に測地観測で実績がある。また安価な小型サブミリ波アンテナの製作開発では府立大での 2m鏡の
実績がある。日本の電波天文・VLBI技術の実力を総合すれば、安価かつ最速のブラックホ－ ル結像装置の実現は
難しくない。


